
在宅医療連携拠点事業における 

   訪問看護ステーションまつかぜの取り組み 

社会医療法人 輝城会 

訪問看護ステーションまつかぜ                              
在宅医療連携拠点室  田島 譲 
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群馬県における 
沼田市と利根郡の位置・面積 
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各市町村面積 

沼田市：４４３．３７ｋ㎡ 

みなかみ町：７８０．９１ｋ㎡ 

片品村：３９２．０１ｋ㎡ 

川場村：８５．２９ｋ㎡ 

昭和村：６４．１７ｋ㎡ 



昭和村 

沼田市と利根郡町村の人口・高齢化率 

 
総人口         ：  ５１，３１０ 人 
高齢者人口  ：  １３，７５２ 人 
高齢化率     ：    ２６．８ ％ 

総人口        ：    ４，８９９  人 
高齢者人口   ：    １，４３１  人 
高齢化率    ：     ２９．２ ％ 

参考資料 
「利根沼田地区保健福祉の指標」 利根沼田保健福祉事務所H23.8月末現在 

 

総人口    ： ７，６１２ 人 
高齢者人口 ： １，９３０ 人 
高齢化率    ：      ２５．３  ％ 

 
総人口            ： ２１，３３６ 人 
高齢者人口    ：   ６，７４６ 人 
高齢化率   ：    ３１．６ ％ 

川場村 

65才未満 
63.3% 

総人口    ： ３，９０６  人 
高齢者人口   ：   １，４６８  人 
高齢化率     ：     ３７．７ ％ 
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65才未満 
74.7% 

65才未満 
68.4% 

65才以上 
37.7% 

65才以上 
26.8% 

65才未満 
73.2% 

65才以上 
25.3% 



○ 沼田市と利根郡（５市町村）行政および関係機関へ 

   今回のモデル事業についての説明に訪問する 

 
 平成２４年 ６月から７月に訪問した関係機関 
 

 ・行政関係機関：８か所 

 ・地域包括支援センター：５か所 

 ・在宅介護支援センター（沼田市のみ）：５か所 

 ・医療機関（相談室含む）：９か所 

 ・沼田利根医師会 

 ・沼田利根歯科医師会 

 ・沼田利根薬剤師会 

 ・群馬県医師会 

 ・訪問看護ステーション（サテライト含む）：６か所 
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○ 在宅医療連携拠点事業説明を主な目的として 

   平成２４年７月２８日に在宅医療連携拠点事業講演会を実施 

 

１．「最近の在宅医療の動向」 

厚生労働省 在宅医療推進室長 

平子 哲夫 先生 

 

２．「終末期の在宅医療の経験２３年」 

日本ホスピス協会 会長（小笠原内科院長） 

小笠原 文雄 先生 

 

医療・介護・行政関係者約２００名参加 
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沼田市・利根郡の訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所・訪問介護事業
所・高齢者入所施設へ医療依存度の高い方の受け入れ（対応）、多職種の連
携についてのアンケートを実施。アンケートについては関係機関へ持参し事業
目的を含め説明し手渡しの形をとる。 
 

 

 

 依頼した事業所は次の通り。 

 

 

○  平成２４年８月・９月の事業活動 

・訪問看護ステーション（サテライト含む）：６事業所 

・居宅介護支援事業所：１９事業所 

・訪問介護事業所：２６事業所 

・高齢者各施設：３６事業所 

 

アンケートは、依頼した全事業所より回収できた。 

沼田市・利根郡は、過去にいくつかの資源マップが作成されていたが、 拠点
事業として、改めて医療・福祉資源把握のため、マップを作成。 
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       作成した資源マップの例 
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・沼田市・利根郡には４４診療所があり、その中で在宅療養支援診療所の届 
出を行っている診療所は、５診療所である。また、その５診療所は沼田市と
みなかみ町である。 

 

・訪問看護ステーションは７事業所中、５事業所が沼田市に集中している。 

 

○ 沼田市・利根郡の訪問看護事業所、 

   在宅療養支援診療所の分布 
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市町村行政： 

・事業に協力してくれる部署や、人が明確にない 

・医療担当窓口があいまい 
 

 

 

地域包括支援センター： 

・要支援のケースについてしか動いていない 
 

 

 

地域のかかりつけ医： 

・医師の高齢化 

・往診医が限られている 

・医師間のコミュニケーション不足 

・病院勤務の若手医師は地域の医師会に入っていない 

○ 見えてきた課題 1 
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訪問看護ステーション： 

・２４時間対応をすべての事業所ができていない 

・移動の距離が長くすぐに駆けつけられない （冬季は積雪が多い） 

・医材を出してもらえない 
 

地域住民： 

・核家族化 

・老老介護 

・広い土地で人を雇っての農業で１日中家族が不在 

・周囲（近所）からの目 

・自宅で面倒みられないなら入院をしたほうが体裁が良い 
 

病院職員（医師、看護師、ＭＳＷなど）: 

・在宅サービスの活用方法がわからない 

・介護力が少ないと転院になりやすい 

 

○ 見えてきた課題 2 
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○ 訪問看護ステーションの意見交換会を開催 

＜参加者の感想＞ 

沼田市・利根郡の訪問看護同士の話し合える場ができてよかった。 

日頃悩んでいることが多かったが、共有できる機会が作れてよかった。 

  

第１回目を平成２４年９月２４日に開催 

初回は６事業所より２６名の参加があった。 

訪問看護ステーションの意見交換会の様子 
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第１回目の意見交換会にて、在宅医療相談会の開催を提案。 

各ステーションの看護師が月１回交代制で参加。 

毎月第３金曜日の午後５時～午後７時に実施している。 

看護師以外の専門職の参加もある相談会となっている。 

 

専門職による在宅医療相談会の様子 

○ 在宅医療相談会への発展 
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○ 沼田市・利根郡において在宅医療に関わる 

                  行政関係者会議を開催 
５市町村の在宅医療に関わる行政関係者 ８名 

・これからの在宅医療について 

・在宅医療を進めるにあたっての、各行政としての課題 

・看取りについての課題の共有 

群馬県医務課 １名 

群馬県介護高齢課 ４名 
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○ 顔の見える関係づくり会議の開催 

平成２４年１２月１７日に実施 参加者：７５名 

参加職種： 

医師、歯科医師、ＭＳＷ、介護支援専門員、行政職員、 

病院事務職、地域包括支援センター職員、理学療法士、作業療法士 

言語聴覚士、介護福祉士、施設管理者、訪問看護師、病棟・外来看護師 

歯科衛生士 

関係者同士の自己紹介と、「この地域で在宅医医療を進めるにはどのような
問題や課題があるか」のテーマでグループワークを実施 
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グループワークのまとめ 

＜参加者の感想＞ 

・多職種の人との情報交換の場となった（多職種の連携はとても大切だと思う） 

・今回出た問題点に対する連携会議の設定 

・グループワークによる問題抽出は楽しめながら行えた 

・今後もこのような機会を設定していただきたい 

○ 顔の見える関係づくり会議の開催 
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その他の活動 1 
＊沼田利根歯科医師会協力による口腔ケア勉強会の開催 

＊市民公開講座を開催 

「在宅医療推進健康講座～病気や障害があっても住みなれた地域で暮らしたい～」 
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＊在宅医療連携拠点室便りの発行 

その他の活動 2 

※在宅医療連携拠点室だより第4号まで発行 17 



    顔が見える関係づくり会議で築かれた話しやすい関係を、信頼できる関係 

  作りに発展させるため、今後も定期的な開催を実施する 

  グループワークで抽出された課題を再検討し、解決のための方法を協議し 

  ていく 

  在宅医療を推進するには医師（医師会）の協力が不可欠。地道に医師への 

  協力を求めていく  

    地域の職能団体と協働で勉強会を行い、効率的に団体同士の繋がりを構 

  築し、強化していく 

  地域の人に在宅療養のあり方を、引き続き伝えていく     

  訪問診療や訪問看護などの効率的な連携を推進するため、ICTを利用した 

  連携システムの構築に取り組む 

○ 今後の展開 
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